


平成21年 (2009) ４月号… 23 601号…広報かるまい

　

日
本
の
経
済
は
、
ア
メ
リ
カ
を

震
源
に
世
界
の
金
融
資
本
市
場
の

危
機
を
契
機
と
し
た
世
界
的
な
景

気
後
退
の
中
で
、
輸
出
の
減
少
に

加
え
国
内
需
要
も
停
滞
し
、
製
造

業
の
大
幅
減
産
や
株
価
の
暴
落
な

ど
、
大
企
業
を
始
め
、
全
て
の
企

業
収
益
が
減
少
す
る
な
ど
景
気
の

下
降
局
面
に
あ
り
、
併
せ
て
、
雇

用
情
勢
は
急
速
に
悪
化
し
、
百
年

に
一
度
と
言
わ
れ
る
経
済
危
機
の

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

国
、
地
方
と
も
に
、
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
町
民
の
負

託
に
応
え
、
活
力
に
満
ち
た
豊
か

な
地
域
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、
住
民
に
最
も
身
近
な
行

政
が
地
域
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
る
地

協
働
・
参
画
の
町
づ
く
り

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
力
を

　

町
議
会
三
月
定
例
会
が
、
三
月
三
日
か
ら
十
三

日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
を
は
じ
め
平
成
二
十
一
年
度

の
町
政
の
進
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
、
山
本

賢
一
町
長
が
行
っ
た
施
政
方
針
演
述
と
、
菅
原

皓
文
町
教
育
委
員
長
が
行
っ
た
町
教
育
行
政
方

針
演
述
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成21年度施政方針演述

方
自
治
と
分
権
社
会
の
構
築
が
重

要
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
で
も
、
町
民
の
皆
様
が
住

ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
町

づ
く
り
に
つ
い
て
共
に
議
論
し
、

町
の
向
か
う
べ
き
方
向
等
に
つ
い

て
共
通
の
認
識
の
も
と
に
そ
れ
ぞ

れ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
担
い
な

が
ら
、
町
総
合
発
展
計
画
後
期
計

画
の
具
現
化
に
向
け
て
、
町
民
と

行
政
が
協
働
し
て
活
力
あ
る
町
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
施
策
を
展
開
し
、
町
づ
く
り

の
指
針
で
あ
る
「
協
働
・
参
画
の

町
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
町
政
の
重

点
課
題
、
主
要
施
策
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
内
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
内

に
賦
存
す
る
資
源
を
活
用
し
ま
し

て
、
農
業
生
産
活
動
を
促
進
し
て

参
り
ま
す
。
自
然
体
系
の
中
で
の

安
心
安
全
な
農
作
物
を
地
産
地
消

す
る
こ
と
で
生
産
拡
大
に
繋
げ
て

行
く
と
共
に
、
畜
産
農
家
等
か
ら

提
供
さ
れ
る
堆
肥
を
利
用
し
た
有

機
型
農
業
の
取
り
組
み
を
促
進

し
、
地
域
内
循
環
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

経
済
に
つ
い
て
も
、
地
元
で
購
入

で
き
る
も
の
は
出
来
る
だ
け
地
元

で
調
達
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
へ
の

支
援
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
の

対
策
に
つ
い
て
で
す
が
、
都
市
交

流
事
業
と
連
携
し
ま
し
て
、
地
域

特
性
を
活
か
し
た
安
全
な
農
産
物

を
首
都
圏
の
生
協
な
ど
に
直
接
販

売
し
、
安
全
な
食
材
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
都
市
交
流
と
軽
米

の
知
名
度
の
向
上
を
図
っ
て
行
く

も
の
で
あ
り
ま
す
。
特
に
も
当
町

の
特
産
農
産
物
で
あ
る
雑
穀
を
核

と
し
た
取
り
組
み
と
し
て
「
全
国

雑
穀
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
や
地
方

の
元
気
再
生
事
業
を
取
り
込
ん
で

の
雑
穀
の
桃
源
郷
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進
に
よ
り
雑
穀
の
特

産
品
化
や
高
付
加
価
値
化
を
図

っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
農
業
法
人
の
組
織
化

の
取
り
組
み
と
し
て
、
農
業
経
営

体
育
成
支
援
事
業
な
ど
に
よ
り
、

経
営
安
定
と
活
性
化
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

　

不
況
対
策
に
係
る
雇
用
危
機
の

事
業
取
組
に
つ
い
て
は
、
緊
急
雇

用
創
設
事
業
及
び
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
基
金
事
業
等
を
導
入
し

一
千
九
百
万
円
ほ
ど
の
事
業
費

で
、
雇
用
の
促
進
を
進
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
公
共
事
業
に
つ
い
て
も
、
国

の
二
次
補
正
の
措
置
を
受
け
て
、

昨
年
度
よ
り
事
業
の
箇
所
を
拡
大

し
た
発
注
を
進
め
、
雇
用
情
勢
の

好
転
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

行
政
改
革
と
財
政
の
健
全
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
第
三
次

町
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
職
員
の
不
補

充
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
、
組
織

機
構
の
見
直
し
な
ど
、
行
政
経
費

の
節
減
と
効
率
化
に
加
え
、
本
年

度
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
い
ち
い
荘
」
の
民
営
化
を
早
期

に
進
め
る
た
め
、
皆
様
へ
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
民
営
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
庁
内
で
の
保
健
福

祉
情
報
連
絡
会
等
で
議
論
を
重
ね

て
き
て
い
ま
す
が
、
介
護
保
険
事

業
の
サ
ー
ビ
ス
全
体
を
効
率
的
、

効
果
的
に
運
営
し
、
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
提
供
や
経
費
節
減
を
図
る

た
め
、
社
会
福
祉
の
担
い
手
と
な

っ
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
に
移

管
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
判

断
し
、
そ
の
方
向
で
進
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

他
に
、
戸
籍
事
務
の
電
算
化
、
図

書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
電
算
化
な
ど

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
事
務
事
業
の
重
点
化
に

よ
る
歳
出
の
抑
制
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状

況
を
、
公
会
計
に
よ
る
貸
借
対
照

な
ど
財
務
四
表
の
整
備
を
し
、
年

内
に
は
町
民
の
皆
様
へ
の
情
報
公

開
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

平
成
21
年
度
主
要
施
策

■
安
全
で
快
適
な
町
づ
く
り

【
道
路
】
町
道
の
整
備

　
〔
改
良
舗
装
継
続
分
〕
松
ノ
脇

下
向
線
、
大
平
開
拓
線
、
蛇

口
道
合
線
、
仲
軽
米
山
田
線
、

戸
草
内
尻
高
柳
線
、
板
橋
米

田
岡
掘
線
、
井
戸
渕
線

　
〔
同
新
規
分
〕上
尾
田
二
号
線
、

民
田
山
線
、
八
木
沢
線

【
町
営
住
宅
】
下
向
川
原
住
宅
団

地
の
建
設

【
公
共
下
水
道
】
桜
山
・
仲
軽
米

地
区
の
管
路
布
設
工
事

【
上
水
道
】
簡
易
水
道
施
設
の
事

業
統
合
計
画
の
策
定
、
公
的

資
金
補
償
金
の
免
除
繰
上
償

還

【
環
境
衛
生
】
合
併
処
理
浄
化
槽

の
普
及
促
進
、
ご
み
の
減
量

化
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理

【
消
防
防
災
】
小
玉
川
地
区
の
消

防
団
拠
点
施
設
整
備
、
山
田

地
区
の
防
火
水
槽
整
備
、
町

内
防
災
無
線
施
設
の
デ
ジ
タ

ル
方
式
に
よ
る
施
設
改
修
へ

の
取
り
組
み

【
通
信
対
策
】
地
デ
ジ
難
視
聴
区

域
の
共
同
受
信
施
設
整
備
の

支
援
、
携
帯
電
話
普
通
エ
リ

ア
の
解
消
、
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
の
地
域
拡
大

■
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り

【
国
民
健
康
保
険
事
業
】
疾
病
予

防
事
業
等
に
よ
る
医
療
費
の

抑
制

【
保
健
事
業
】
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

予
防
教
室
と
特
定
保
健
指
導

の
実
施
、
妊
婦
健
診
回
数
を

十
四
回
へ
拡
大
（
従
来
五
回
）

と
健
診
項
目
の
充
実
、
安
心

し
て
出
産
し
子
育
て
が
で
き

る
訪
問
相
談
「
こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
」
の
継

続
実
施
、
食
育
事
業
の
開
催

【
予
防
接
種
事
業
】
中
学
一
年
生

と
高
校
三
年
生
へ
の
は
し
か

（
麻
し
ん
）
風
し
ん
予
防
接
種

の
実
施
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
実
施

【
保
育
施
設
の
運
営
】
施
設
統
廃

合
に
向
け
た
懇
談
会
の
開
催

【
介
護
保
険
事
業
】
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
高
齢
者
の

総
合
相
談
と
介
護
予
防
事
業

の
強
化
推
進
、
ブ
ラ
ン
チ
（
相

談
窓
口
）
施
設
の
拡
充
、
閉

じ
こ
も
り
や
孤
独
死
の
未
然

防
止
対
策
、
特
定
高
齢
者
に

対
す
る
介
護
予
防

【
障
害
者
福
祉
】
障
害
者
へ
の
自

立
支
援
給
付
と
地
域
生
活
支

「町民と行政の協働で、活力ある町づ
くりを進めたい」と述べた山本町長

百
年
に
一
度
の
経
済
危
機

協
働
参
画
の
町
づ
く
り
を基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
重
点

雑
穀
を
核
、
地
産
地
消
も
推
進

緊
急
雇
用
創
設
事
業
を
導
入

い
ち
い
荘
の
早
期
民
営
化
も

民営化が進められる特別養護老人ホームいちい荘
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援
事
業
で
の
総
合
的
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
こ
こ
ろ
の
相

談
・
社
会
復
帰
教
室
の
開
催
、

在
宅
障
害
者
の
見
守
り
体
制

づ
く
り

【
地
域
子
育
て
支
援
】
子
育
て
親

子
が
交
流
を
図
る
「
つ
ど
い

の
広
場
」
の
開
設
、
延
長
保

育
の
実
施
、
児
童
ク
ラ
ブ
の

設
置

■
働
き
が
い
の
あ
る
産
業
の
展
開

す
る
町
づ
く
り

【
農
業
振
興
】
水
田
・
畑
作
経
営

所
得
安
定
対
策
の
推
進
、
認

定
農
業
者
な
ど
担
い
手
の
育

成
・
確
保
、
飼
料
用
米
の
栽

培
の
推
進
、「
い
き
い
き
担
い

手
ク
ラ
ブ
」
事
業
の
推
進

【
園
芸
・
野
菜
・
葉
た
ば
こ
対
策
】

「
カ
シ
オ
ペ
ア
園
芸
産
地
確
立

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
構

築
に
よ
る
持
続
的
な
園
芸
産

地
の
確
立
、
雨
よ
け
ほ
う
れ

ん
草
と
ネ
ギ
な
ど
の
生
産
拡

大
と
生
産
機
械
の
導
入
、
リ

ン
ド
ウ
と
ス
プ
レ
イ
ギ
ク
の

生
産
拡
大
苗
の
供
給
体
制
の

整
備
、
葉
た
ば
こ
の
機
械
化

作
業
体
系
の
整
備

【
畜
産
振
興
】
町
家
畜
貸
付
事
業

に
よ
る
繁
殖
雌
牛
の
貸
し
付

け
、
受
精
卵
移
植
を
活
用
し

た
優
良
雌
牛
の
生
産
、
地
域

内
一
貫
生
産
体
制
推
進
の
た

め
の
集
団
管
理
施
設
「
キ
ャ

ト
ル
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
に

向
け
た
取
り
組
み

【
食
育
推
進
】
食
に
つ
い
て
の
安

全
・
安
心
な
意
識
の
養
成
、

農
産
物
の
地
産
地
消
の
推
進

【
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
】

地
域
ぐ
る
み
の
共
同
活
動
や

農
業
者
の
先
進
的
な
営
農
活

動
の
支
援

【
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
】
下
河

南
地
区
で
の
農
道
整
備
、
県

営
事
業
で
あ
る
軽
米
・
九
戸

地
区
広
域
農
道
整
備
事
業
と

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

（
大
清
水
地
区
）
の
実
施

【
林
業
・
木
炭
の
振
興
】
林
道
戸

草
内
線
開
設
工
事
に
よ
る
森

林
施
業
の
合
理
化
・
経
営
の

安
定
化
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を

捕
ら
え
た
木
炭
の
新
商
品
開

発
と
市
場
開
拓

【
商
工
業
の
振
興
】
雇
用
の
維
持
・

確
保
な
ど
の
総
合
的
な
対
策
、

町
商
工
団
体
へ
の
助
成
に
よ

る
商
工
業
の
活
性
化
、
町
の

制
度
融
資
の
斡
旋
・
利
子
補

給
事
業

【
企
業
誘
致
の
推
進
】
企
業
誘
致

専
任
職
員
の
配
置
、
県
や
協

議
会
と
連
携
し
た
企
業
誘
致

活
動
の
展
開

【
中
心
商
店
街
の
活
性
化
】
軽
ト

ラ
市
や
夏
祭
り
・
食
フ
ェ
ス

タ
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
共
通
商
品
券

発
行
事
業
へ
の
助
成

【
観
光
の
振
興
】「
森
と
水
と
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
集
客
増
に
向
け
た
施
設
改

修
や
イ
ベ
ン
ト
の
一
部
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル

【
地
場
産
業
の
振
興
】
地
場
産
品

の
販
路
拡
大
事
業
へ
の
支
援
、

首
都
圏
の
消
費
者
と
の
交
流

事
業
を
通
し
て
特
産
品
や
地

域
資
源
等
を
Ｐ
Ｒ

■
個
性
を
生
か
し
た
創
造
性
に
あ

ふ
れ
た
町
づ
く
り

【
生
涯
学
習
の
推
進
】
放
課
後
子

ど
も
教
室
推
進
事
業
の
継
続

実
施

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
】
総
合

体
育
大
会
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ

ー
・
少
年
野
球
教
室
の
実
施

【
教
育
環
境
の
整
備
】
晴
山
地
区

統
合
小
学
校
校
舎
・
屋
体
の

建
設
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入

や
閉
校
関
係
事
業
へ
の
助
成

【
交
流
事
業
の
推
進
】
首
都
圏
消

費
者
に
よ
る
雑
穀
ほ
場
の
オ

ー
ナ
ー
制
度
や
若
者
同
士
の

雑
穀
栽
培
体
験
な
ど
の
交
流

を
推
進
、
全
国
雑
穀
サ
ミ
ッ

ト
の
開
催

■
共
に
創
る
町
づ
く
り

【
協
働
参
画
の
町
づ
く
り
】
協
働

参
画
町
づ
く
り
基
本
方
針
に

基
づ
い
た
事
業
の
実
施
（
協

働
参
画
地
域
づ
く
り
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
、
結
い
の
道
づ
く

り
事
業
、
協
働
の
川
づ
く
り

事
業
、
芝
桜
植
栽
事
業
な
ど
）

　

教
育
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え

　

教
育
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え

　

教
育
行
政
の
一
層
の
推
進
に
努
め
る

　

教
育
行
政
の
一
層
の
推
進
に
努
め
る

平成21年度町教育行政方針演述

　

平
成
二
十
年
三
月
に
新
し
い
幼

稚
園
教
育
要
領
、
小
学
校
及
び
中

学
校
学
習
指
導
要
領
が
公
示
さ

れ
、
二
十
一
年
度
か
ら
一
部
に
つ

い
て
は
先
行
し
て
実
施
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
に
お
き
ま
し

て
は
、
こ
の
よ
う
な
教
育
環
境
の

変
化
や
国
・
県
の
施
策
の
動
向
を

十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
町
教
育

振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
教
育
行

政
の
一
層
の
推
進
に
努
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
推
進
体
制
に
つ
い
て

は
、
全
庁
的
な
理
解
と
協
力
の
も

と
で
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
、
生
涯
学
習
推
進
本
部

の
活
性
化
、
協
働
参
画
の
ま
ち
づ

く
り
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、

住
民
参
加
型
の
生
涯
学
習
推
進
を

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

二
十
一
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

町
民
の
手
に
よ
る
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
ア
イ
・
あ
い
講
座

な
ど
へ
の
支
援
に
よ
り
学
習
機
会

の
一
層
の
充
実
に
努
め
、
町
民
の

主
体
的
な
町
づ
く
り
へ
の
参
画
と

学
習
活
動
の
促
進
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

少
人
数
教
育
の
充
実
の
た
め
、

軽
米
小
学
校
の
四
十
人
学
級
に
補

助
員
を
配
置
し
、
学
習
指
導
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

心
身
に
障
害
を
も
つ
子
ど
も
の

早
期
発
見
な
ど
に
努
め
、
特
別
支

援
学
級
、
こ
と
ば
の
教
室
な
ど
積

極
的
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

通
学
路
に
お
け
る
学
校
事
故
防

止
の
た
め
、
家
庭
や
地
域
、
警
察

な
ど
の
協
力
に
よ
り
訓
練
や
指
導

を
行
い
安
全
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

中
高
一
貫
教
育
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
英
語
と
数
学
の
中
高
教

員
に
よ
る
授
業
交
流
は
よ
い
成
績

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
今
後
さ
ら

に
中
高
の
連
携
を
強
め
て
い
き
ま

す
。

　

中
学
生
に
よ
る
職
場
体
験
事
業

は
継
続
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
統
合
に
つ
い
て
、
晴
山
小

学
校
は
二
十
年
度
に
用
地
の
造
成

工
事
が
完
了
し
、
二
十
一
年
度
に

校
舎
な
ど
が
完
成
予
定
で
す
。
そ

の
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
、
教
育

懇
談
会
を
開
催
し
学
校
統
合
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
つ
い
て
、
子
ど
も

の
発
達
段
階
に
応
じ
た
子
育
て
、

し
つ
け
、
食
育
な
ど
に
関
す
る
家

庭
教
育
学
級
や
各
種
講
座
の
開
設

を
図
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
運
動
施
設
の
活
用
を
図

り
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡

大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
少
年
野
球
教
室
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
は
、
継
続
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
郷

土
学
習
、
文
化
財
愛
護
思
想
の
普

及
を
図
る
と
と
も
に
、
郷
土
芸
能

な
ど
の
継
承
・
保
存
を
促
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
振
興
運
動
に
つ
い
て
は
、

国
の
委
託
事
業
「
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
当
初
予
算
編

成
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
財
政
に
つ
い
て
は
「
雇
用

創
出
」
や
「
地
域
の
元
気
回
復
」

の
財
源
確
保
に
よ
り
地
方
交
付

税
は
前
年
度
比
で
二
．
七
％
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成

二
十
一
年
度
の
地
方
財
政
計
画
の

規
模
は
、
税
収
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
八
千
五
百
億
円
程
の
減
少
の

八
十
二
兆
五
千
億
と
前
年
対
比
で

一
％
減
の
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
に
お
い

て
は
、
景
気
後
退
や
「
生
活
対

策
」
に
要
す
る
財
源
は
確
保
す
る

と
し
た
も
の
の
、
従
来
か
ら
の

「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に

関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
六
」
な

ど
に
よ
り
、
人
件
費
な
ど
の
一
般

行
政
経
費
の
各
分
野
に
お
け
る
抑

制
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
の
試
算

で
は
、
地
方
交
付
税
等
の
大
幅
な

歳
入
の
増
額
は
期
待
で
き
な
い
状

況
に
あ
り
、
財
政
状
況
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
が
な

い
も
の
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
総
額
は
、
晴
山
小
学

校
の
建
設
費
な
ど
の
減
額
に
よ

り
、
平
成
二
十
年
度
の
当
初
予
算

に
比
較
し
て
、
五
・
〇
％
減
の

五
十
五
億
四
千
九
百
万
円
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

財
源
的
に
は
、
歳
入
の
確
保
と

歳
出
の
抑
制
を
基
本
に
編
成
し
、

行
政
改
革
に
基
づ
く
財
政
効
果
も

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
最
終
的

に
二
億
円
を
超
え
る
財
源
不
足
を

生
じ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
財
源
不
足
額
に
つ
い
て
は
、

財
政
調
整
基
金
に
よ
り
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
の

財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
効
率

的
な
予
算
執
行
に
努
め
る
一
方
、

財
政
の
厳
し
い
状
況
を
直
視
し
な

が
ら
、
施
策
等
の
見
直
し
と
経
費

の
節
減
に
徹
し
な
が
ら
、
限
ら
れ

た
財
源
の
重
点
的
・
効
率
的
な
配

分
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

よ
っ
て
、
二
十
一
年
度
の
予
算
編

成
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な

財
政
環
境
を
踏
ま
え
、
第
三
次
軽

米
町
行
政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、

歳
入
で
は
町
税
収
入
の
確
保
や
使

用
料
等
の
適
正
な
受
益
者
負
担
を

お
願
い
し
な
が
ら
、
自
主
財
源
の

確
保
を
、
歳
出
で
は
、
総
人
件
費

の
削
減
・
抑
制
、
費
用
対
効
果
の

検
証
に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し

な
ど
、
歳
入
に
見
合
う
歳
出
の
抑

制
を
基
本
と
し
た
健
全
財
政
へ
の

取
り
組
み
を
強
化
し
、
豊
か
で
安

心
し
て
生
活
が
出
来
る
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
身

近
な
社
会
資
本
の
整
備
、
地
域
福

祉
の
向
上
、
学
校
教
育
環
境
の
充

実
及
び
産
業
振
興
施
策
の
展
開
を

基
本
に
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で

参
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
会
計
は
前
年
度
か
ら
５
％
減

財
源
の
効
率
的
な
配
分
に
努
め
る

少
人
数
教
育
の
充
実
と
と
も
に

学
校
統
合
の
あ
り
方
を
検
討

地
方
交
付
税
の
大
幅
増
は
見
込
め
ず

歳
入
に
見
合
う
歳
出
の
抑
制
を
強
化

住
民
参
加
型
の
生
涯
学
習
推
進

町
民
の
主
体
的
な
町
づ
く
り
へ

教育行政の一層の推進に努め
ると演述した菅原委員長
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生活安全の森生活安全の森
二戸警察署軽米駐在所

　昨年は、15件17人の方が山菜　昨年は、15件17人の方が山菜
採りで遭難し、このうち死者２採りで遭難し、このうち死者２
人、行方不明者１人、負傷者３人人、行方不明者１人、負傷者３人
となっています。となっています。
　山菜採りに行く際は次のことに　山菜採りに行く際は次のことに
気をつけて安全を優先しましょ気をつけて安全を優先しましょ
う。う。
■家族に行き先、帰宅時間を知ら■家族に行き先、帰宅時間を知ら
　せましょう。　せましょう。
■食料、雨具、ライター、懐中電■食料、雨具、ライター、懐中電
　灯、着替え、　灯、着替え、
　などを持ちま　などを持ちま
　しょう。　しょう。
■熊よけの鈴や■熊よけの鈴や
　ラジオなどを　ラジオなどを
　持ちましょう。　持ちましょう。
■できるだけ2人以上で出かけ、■できるだけ2人以上で出かけ、
　声を掛け合うなどお互いに位置　声を掛け合うなどお互いに位置
　を確認しましょう。　を確認しましょう。
■山菜を多く採ることに集中し、■山菜を多く採ることに集中し、
　山の奥に入り込んで戻れなくな　山の奥に入り込んで戻れなくな
　ることが多いため、安全を優先　ることが多いため、安全を優先
　しましょう。　しましょう。
■万一遭難したら夜間の行動はや■万一遭難したら夜間の行動はや
　め翌朝まで待機してください。　め翌朝まで待機してください。
　捜索中のヘリコプターが見えた　捜索中のヘリコプターが見えた
　ら、タオルやシャツなど目立つ　ら、タオルやシャツなど目立つ
　ものを大きく振って知らせてく　ものを大きく振って知らせてく
　ださい。夕暮れ以降は、懐中電　ださい。夕暮れ以降は、懐中電
　灯での合図が効果的です。　灯での合図が効果的です。

　３年間の高校生活はすごく早く感じまし　３年間の高校生活はすごく早く感じまし
た。特にバレーボール部では、技術だけでた。特にバレーボール部では、技術だけで
なく礼儀など多くのことを学ぶことができなく礼儀など多くのことを学ぶことができ
ました。毎日充実していて楽しかった高校ました。毎日充実していて楽しかった高校
生活は大切な宝物です。私を支えてくだ生活は大切な宝物です。私を支えてくだ
さった担任の高橋先生をはじめ、指導してさった担任の高橋先生をはじめ、指導して
くださった先生方や友だち、家族に感謝しくださった先生方や友だち、家族に感謝し
ています。これからも感謝の気持ちを忘れています。これからも感謝の気持ちを忘れ
ず、辛いことや逃げたくなることがあってず、辛いことや逃げたくなることがあって
も負けずに頑張ります。も負けずに頑張ります。

　　小平　小平　伸伸
のぶのぶ

恵恵
ええ
さんさん（平）（平）

　小澤高等看護学院（神奈川県）　小澤高等看護学院（神奈川県）

　３年間の高校生活は全てとてもよい思い
出です。特にサッカー部では、厳しい練習
の中でたくさんのことを学びました。辛い
ときもあったけど、今思えば最高に楽しか
ったです。先生方をはじめ、友だち、両親
には感謝の気持ちでいっぱいです。本当に
ありがとうございました。これからは、全
く違う環境になりますが、出会いを大切に
し、いろいろなことを学び、一生懸命頑張
ります。

　田代　健
けん

太
た
さん（向高家）

自衛隊一般曹候補生（宮城県）

　高校は自分を認め、いつも助けてくれ　高校は自分を認め、いつも助けてくれ
る友人や先生方のいるとても温かい場所でる友人や先生方のいるとても温かい場所で
す。そんな中で勉強にも部活動にも打ち込す。そんな中で勉強にも部活動にも打ち込
むことができ、クラスメイトと毎日笑ってむことができ、クラスメイトと毎日笑って
過ごせた日々はたった３年間でわたしを大過ごせた日々はたった３年間でわたしを大
きく成長させてくれました。そんな温かいきく成長させてくれました。そんな温かい
環境と家族の支えがあったから、辛いこと環境と家族の支えがあったから、辛いこと
も乗り越え夢に近づくことができたと思いも乗り越え夢に近づくことができたと思い
ます。感謝の気持ちでいっぱいです。ます。感謝の気持ちでいっぱいです。
　これからの生活の中でもわたしを支えて　これからの生活の中でもわたしを支えて
くれたたくさんの人がいたことを忘れず、くれたたくさんの人がいたことを忘れず、
また新しい“ 出逢い” を大切にして、夢にまた新しい“ 出逢い” を大切にして、夢に
向かって頑張りたいと思います。向かって頑張りたいと思います。

　　平　平　彩彩
あやあや

香香
かか
さんさん（河北）（河北）

　岩手県立大学社会福祉学部（滝沢村）　岩手県立大学社会福祉学部（滝沢村）

平成20年度の県立軽米高校卒業生進路状況平成20年度の県立軽米高校卒業生進路状況

◆進学の状況（延べ合格者数）◆
国公国公
立大立大 私大私大 短大短大

専門学校専門学校
医療系医療系 その他その他

男子男子 ４人４人 11人11人 １人１人 ２人２人 ６６人人

女子女子 ７人７人 ３人３人 13人13人 ５人５人 1212人人

合計合計 1111人人 14人14人 14人14人 ７人７人 18人18人

希望希望
者数者数

内定内定
者数者数

内定内定
率率

二戸二戸
管内管内

県内県内
（二戸除く）（二戸除く）

八戸八戸
管内管内

県外県外
（八戸除く）（八戸除く）

男子男子 11人11人 11人11人 100100％％ １人１人 ０人０人 ３人３人 ７人７人

女子女子 22人22人 20人20人  91 91％％ ６人６人 ０人０人 ２人２人 12人12人

合計合計 33人33人 31人31人  94 94％％ ７人７人 ０人０人 ５人５人 19人19人

◆就職の状況◆　　　　　≪内定者の就職先内訳≫

（平成21年3月31日現在）

夢と希望に向かって羽ばたけ!!夢と希望に向かって羽ばたけ!!

わ れ ら軽高健児われら軽高健児

　気がつけば進路決定の時期という　気がつけば進路決定の時期という
感じで、高校での３年間はとても早感じで、高校での３年間はとても早
いものでした。志望校に合格できたいものでした。志望校に合格できた
のも先生方や家族、友人の支えがあのも先生方や家族、友人の支えがあ
ったからです。楽しいことばかりでったからです。楽しいことばかりで
なく、辛いこともたくさんありましなく、辛いこともたくさんありまし
たが、皆さんの励ましで乗り越えらたが、皆さんの励ましで乗り越えら
れました。これからは今まで以上にれました。これからは今まで以上に
辛いことがあると思いますが、今ま辛いことがあると思いますが、今ま
で頑張ってきたことを糧にして夢をで頑張ってきたことを糧にして夢を
叶えたいと思います。叶えたいと思います。

内澤　内澤　寿寿
としとし

弥弥
やや

  さんさん（上新町）（上新町）
東北学院大学経営学部（宮城県）東北学院大学経営学部（宮城県）

　高校での３年間はとても短く感　高校での３年間はとても短く感
じました。友だちに恵まれ、毎日じました。友だちに恵まれ、毎日
が濃ゆく、楽しく、とても充実しが濃ゆく、楽しく、とても充実し
た毎日でした。今こうして就職先た毎日でした。今こうして就職先
が決まっているのも先生方、友だが決まっているのも先生方、友だ
ち、家族の支えがあったからだとち、家族の支えがあったからだと
思います。これから辛いことや苦思います。これから辛いことや苦
しいこともあると思いますが、感しいこともあると思いますが、感
謝の気持ちとギブアンドテイクの謝の気持ちとギブアンドテイクの
精神を忘れずに頑張っていきたい精神を忘れずに頑張っていきたい
です。です。

田畑　田畑　葉葉
はは

月月
づきづき
さんさん（下新町）（下新町）

(株)バーディアセットマネジメント（円子）(株)バーディアセットマネジメント（円子）

　高校３年間はとても充実してい　高校３年間はとても充実してい
ました。辛いこと、逃げ出したくました。辛いこと、逃げ出したく
なるようなこともありました。しなるようなこともありました。し
かし、心配して声をかけてくれるかし、心配して声をかけてくれる
クラスメイトや、悩むたびに一緒クラスメイトや、悩むたびに一緒
になって考えてくれる大切な友人になって考えてくれる大切な友人
がいます。自分は一人ではなく、がいます。自分は一人ではなく、
誰かに支えられて生きてきまし誰かに支えられて生きてきまし
た。きっと誰もがそうだと思いまた。きっと誰もがそうだと思いま
す。その感謝の気持ちを忘れるこす。その感謝の気持ちを忘れるこ
となく、軽米での思い出を胸に頑となく、軽米での思い出を胸に頑
張っていきたいと思います。張っていきたいと思います。

中村　中村　浩浩
ひろひろ

子子
ここ
さんさん（下新町）（下新町）

佐川急便株式会社（東京都）佐川急便株式会社（東京都）

　高校での思い出は、甲子園という　高校での思い出は、甲子園という
聖地を目指し白球を追い続けたこと聖地を目指し白球を追い続けたこと
です。２年生の秋の県大会ではチーです。２年生の秋の県大会ではチー
ム初のベスト４だったものの、夏のム初のベスト４だったものの、夏の
２回戦ではライバルの福岡高校にノ２回戦ではライバルの福岡高校にノ
ーヒットノーランで負け。最後までーヒットノーランで負け。最後まで
福岡高校に勝てなかったけど、み福岡高校に勝てなかったけど、み
んなで支えあい、厳しい練習や仲間んなで支えあい、厳しい練習や仲間
との別れを乗り越え一つになれたことの別れを乗り越え一つになれたこ
とは、わたしにとって宝となりましとは、わたしにとって宝となりまし
た。柴田先生をはじめとする先生た。柴田先生をはじめとする先生
方、父母の方々今までありがとうご方、父母の方々今までありがとうご
ざいました。ざいました。

松浦　松浦　祐祐
ゆうゆう

介介
すけすけ
さんさん（下円子下）（下円子下）

　マルテー大塚（東京都）　マルテー大塚（東京都）

　３年間はあっという間で、３　３年間はあっという間で、３
年生になってからは進路実現に向年生になってからは進路実現に向
け、とにかく勉強ばかりしていまけ、とにかく勉強ばかりしていま
した。わたしがこれまで頑張ってした。わたしがこれまで頑張って
これたのは、先生方や家族、たくこれたのは、先生方や家族、たく
さんの友だちのおかげです。本当さんの友だちのおかげです。本当
にありがとうございました。大学にありがとうございました。大学
では多くのことを学び成長し、精では多くのことを学び成長し、精
神的に強い大人になりたいです。神的に強い大人になりたいです。
自分に甘えず常に努力して頑張り自分に甘えず常に努力して頑張り
たいと思います。たいと思います。

　この３年間は本当に充実した高校　この３年間は本当に充実した高校
生活でした。部活も勉強もすごく大生活でした。部活も勉強もすごく大
変でしたが、それが自分を大きく成変でしたが、それが自分を大きく成
長させてくれました。担任の先生を長させてくれました。担任の先生を
はじめ多くの先生に支えられ、志望はじめ多くの先生に支えられ、志望
校に合格でき、また部活でも東北大校に合格でき、また部活でも東北大
会に出場でき本当に先生たちには感会に出場でき本当に先生たちには感
謝しています。友人や家族にも多く謝しています。友人や家族にも多く
の場で支えられてきました。本当にの場で支えられてきました。本当に
ありがとうございました。軽米で学ありがとうございました。軽米で学
び得たことを忘れずに頑張っていきび得たことを忘れずに頑張っていき
たいです。たいです。

　　外山　外山　和和
かずかず

成成
しげしげ
さんさん（蓮台野）（蓮台野）

　岩手大学工学部（盛岡市）　岩手大学工学部（盛岡市）

　　土佐　土佐　恭恭
きょうきょう

子子
ここ
さんさん（大久保）（大久保）

　弘前大学医学部（青森県）　弘前大学医学部（青森県）

　町内で唯一の高校として、地域連携型中高一貫教育など地域と連携
し一体となった活動に取り組む県立軽米高校。この学び舎での３年間
の成果と思い出を胸に３月１日、96 人が晴れて卒業を迎えました。夢
と希望に向かって羽ばたいた軽米高校生。町の将来を担う軽高健児た
ちの、母校での思い出やこれからの抱負を聞きました。
（進学と就職の状況は左表のとおりです）

２月の事故と救急の数字
※見直しにより前月の数値と異なる場合があります
※（累計）は１月からの合計

▼町内の交通事故
　　　　　　当月（累計）昨年比
　人身事故　１件（２件） ＋２
　死亡者　　０人（０人） ０
　負傷者　　１人（２人） ＋２
　物損事故　６件（23件) ＋１

▼救急車の出動回数
　　　　 　 25回（55回） ±０

▼飲酒運転検挙者はありません

山 菜 採 り 中 の
遭 難 に ご 注 意

平成21年 (2009) ４月号… 67 601号…広報かるまい

※写真は全て、卒業後に撮影したものです※写真は全て、卒業後に撮影したものです



平成21年 (2009) ４月号… 89 601号…広報かるまい

  ライト・－60㎏クラス  ライト・－60㎏クラス

  橋場 橋場 照照
と しと し

規規
の りの り

さんさん

　

長
年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
な

ど
の
消
防
功
労
者
に
贈
ら
れ
る
岩

手
県
定
例
表
彰
の
平
成
二
十
年
度

表
彰
式
が
三
月
十
三
日
に
行
わ

れ
、
町
消
防
団
が
特
別
優
良
竿
頭

綬
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
消
防
団
員

な
ど
十
五
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
盛
岡
市
の
県
民
会
館
で
開
催

さ
れ
た
式
典
に
は
、
受
賞
者
ら

十
三
人
が
出
席
。
表
彰
状
と
記
念

品
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
ら
は
表
彰
式
の
後
、
山

本
町
長
の
も
と
を
訪
れ
、
受
賞
の

喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

★特別優良竿頭綬　軽米町消防団
★消防庁長官表彰
【永年勤続功労章】上村清次郎（分団長）
★日本消防協会長表彰
【精績章】下舘確也（分団長）
【勤続章】太田　正（部長）
　　　　　長坂茂松（部長）
★岩手県知事表彰
【功績章】袰主文雄（分団長）
　　　　　坂本一人（分団長）
　　　　　竹下光一（分団長）
★岩手県消防協会長表彰
【功労章】山野下信夫（分団長）
　　　　　内澤信治（分団長）
【功績章】中里照夫（副分団長）
　　　　　新井田昭男（副分団長）
　　　　　川嶋幸一（副分団長）
【内助功労者感謝状】
　　　　　内澤典子（分団長令夫人）
　　　　　太田正子（部長令夫人）
【優良婦人消防協力隊員】
　　　　　鶴飼恵子（町婦人消防協力隊連
　　　　　絡協議会監事）

山本町長に受賞の報告に訪れた受賞者

堀米 成
し げ よ し

嘉さん

 全国最高の

に輝く

　

総
務
省
消
防
庁
が
自
治
体
消
防

制
度
の
創
設
六
十
周
年
を
記
念
し

て
募
集
し
た
「
消
防
士
・
消
防
団

を
主
人
公
と
し
た
漫
画
・
ビ
デ

オ
」
の
ビ
デ
オ
部
門
で
、
町
消
防

団
第
一
分
団
第
一
部
の
部
長
堀
米

成
嘉
さ
ん
（
大
町
、
五
十
二
歳
）

が
全
国
最
高
賞
の
大
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
三
月
六
日
、
東
京
都

港
区
の
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
消
防
庁
長
官
の
栄
誉
を
手

に
し
ま
し
た
。

　

「
こ
の
よ
う
な
賞
が
と
れ
た
の

は
、
第
一
分
団
第
一
部
の
仲
間
を

は
じ
め
と
す
る
消
防
団
や
消
防
署

員
、
地
域
の
方
々
な
ど
み
な
さ
ん

の
お
か
げ
。
日
ご
ろ
の
活
動
が
評

価
さ
れ
た
、
み
ん
な
で
受
賞
し
た

作
品
で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
堀
米

さ
ん
。
そ
の
作
品
「
消
防
団
は
町

の
元
気
応
援
団
」
は
、
平
成
十
年

に
お
き
た
山
火
事
、
翌
年
の
豪
雨

災
害
な
ど
で
、
消
防
団
が
実
際
に

活
動
し
た
様
子
を
ま
と
め
、
地
域

住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
の
が

団
員
の
使
命
で
あ
る
と
訴
え
て
い

ま
す
。

　

ビ
デ
オ
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
の
イ
ベ
ン

ト
に
足
を
運
び
映
像
と
し
て
記
録

し
て
い
る
堀
米
さ
ん
。
ビ
デ
オ
撮

影
に
の
め
り
こ
む
き
っ
か
け
は
高

校
三
年
生
の
時
に
あ
り
ま
し
た
。

文
化
祭
に
向
け
て
、
ク
ラ
ス
の
仲

間
と
と
も
に
作
り
上
げ
た
番
長
と

ス
ケ
バ
ン
グ
ル
ー
プ
の
勢
力
争
い

を
テ
ー
マ
に
し
た
約
十
分
間
の
ミ

ニ
映
画
。
八
ミ
リ
の
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
で
撮
影
し
、
徹
夜
で
編
集
し
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
感
動

が
忘
れ
ら
れ
ず
、
現
在
ま
で
三
十

年
以
上
に
わ
た
り
ビ
デ
オ
撮
影
や

作
品
作
り
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

「
あ
の
作
品
は
今
で
も
宝
物
。

わ
た
し
の
ビ
デ
オ
人
生
の
原
点
で

す
。
作
品
づ
く
り
は
面
白
い
で
す

よ
」
と
堀
米
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
火
事
や
災
害
時
に
お
け

る
ビ
デ
オ
撮
影
の
重
要
性
に
つ
い

て
「
災
害
な
ど
の
際
に
撮
影
す
る

こ
と
が
気
後
れ
す
る
と
い
う
方
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
事
実
を

映
像
と
し
て
残
す
こ
と
も
大
事
。

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
お
き
た
時
に

ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い
か
対
策
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
。
命
を
守
る

た
め
に
も
必
要
」
と
訴
え
ま
す
。

profi le
　　堀米　成嘉さん（大町、52歳）
　　　　　　　

▲

昭和59年に町消防団に入団。現在第１分団１部

　の部長を務める

▲

軽米食堂経営

▲

創作太鼓の会「座・宇漢米」代表

▲

軽米ビデオサークル会員

■趣味
　ビデオ作品づくり、釣り、登山 etc

　

Ｊ
Ａ
Ｗ
Ａ
岩
手
県
ア
ー
ム
レ
ス

リ
ン
グ
連
盟
（
田
畑
昭あ
き
み
ち道

会
長
）

主
催
の
第
一
回
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ａ
東
北
オ

ー
プ
ン
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

が
三
月
十
五
日
、
盛
岡
市
の
イ
オ

ン
モ
ー
ル
盛
岡
で
開
催
さ
れ
、
同

連
盟
軽
米
支
部
（
橋
場
照
規
支
部

長
、
部
員
二
十
人
）
の
橋
場
照
規

さ
ん
（
大
清
水
）
が
ラ
イ
ト
・
マ

イ
ナ
ス
六
十
㌔
の
部
で
見
事
優

勝
、
並
岡
秀ひ

で

和か
ず

さ
ん
（
大
久
保
）

が
同
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

東
北
各
県
か
ら
力
自
慢
約
百
人

が
集
ま
っ
た
本
大
会
。｢

全
日
本

の
大
会
で
出
場
し
て
い
る
階
級
。

ま
ず
は
東
北
で
優
勝
し
た
い
」
と

臨
ん
だ
橋
場
さ
ん
は
、
決
勝
戦
ま

で
圧
倒
的
な
強
さ
で
勝
ち
進
み
見

事
優
勝
。｢

結
果
を
出
せ
て
よ
か

っ
た
が
、
全
日
本
で
勝
つ
た
め
の

課
題
も
見
つ
か
っ
た
」
と
、
東
北

大
会
で
の
優
勝
に
満
足
は
せ
ず
、

思
い
は
全
国
大
会
へ
。

　

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
八
年
前
に
出
場
し

た
南
郷
区
で
の
大
会
。
自
信
が
あ

っ
た
の
に
負
け
て
し
ま
い
自
分
よ

り
強
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
現
実

を
知
っ
た
橋
場
さ
ん
。
そ
の
後
自

宅
に
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
の
台
を

設
置
し
週
二
回
、
仲
間
と
と
も
に

練
習
に
汗
を
流
し
て
き
ま
し
た
。

　

橋
場
さ
ん
は
本
大
会
で
、
レ
フ

ト
・
マ
イ
ナ
ス
六
十
㌔
の
部
で
も

準
優
勝
、
ラ
イ
ト
・
マ
イ
ナ
ス

七
十
㌔
の
部
で
も
三
位
と
、
合
わ

せ
て
三
つ
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
賞
状

を
獲
得
。｢

練
習
を
支
え
て
く
れ

て
い
る
家
族
や
田
畑
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
ア
ー
ム
仲
間
に
感
謝
し

た
い
。
ま
た
若
い
世
代
も
鍛
え

軽
米
支
部
を
活
性
化
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
橋
場
さ
ん
。
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

profi le
　橋場　照規さん（大清水、27歳）

身長174㎝　体重60㎏

最
近
で
は
、
災
害
時
な
ど
に
便
利

な
、
頭
に
固
定
し
た
ま
ま
撮
影
で

き
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
カ
メ
ラ
の
購

入
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
町
、
そ
し
て
明

る
く
楽
し
い
町
を
目
指
す
町
民
が

こ
こ
に
い
ま
す
。
消
防
団
で
あ
る

堀
米
さ
ん
、
消
防
と
ビ
デ
オ
に
か

け
る
熱
い
思
い
だ
け
は
今
だ
消
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

消防士・消防団を主人公にしたビデオ募集

大賞大賞

第１回JA W A 東北オープンアームレスリング大会

優勝優勝
並岡秀和さんも３位入賞

３階級で入賞した橋場さん（右）
と３位入賞の並岡さん

ビデオ撮影にのめり込むきっかけ
となった、高校３年生当時の８ミ
リビデオカメラ（左）とフィルム

平
成
20
年
度
岩
手
県
定
例
表
彰
式

　

町
消
防
団
に
優
良
竿
頭
綬

　

消
防
功
労
者
15
人
に
表
彰

表彰者（敬称略）

盾と賞状を手に大賞を喜ぶ堀米さん

Shigeyoshi  Horimai

堀米さん作成の「軽米の元気応援
団・消防団」のD V D を貸し出し
ます。役場総務課・総務グループ
（電話46-2111）までお問い合わ
せください。

Toshinori Hashiba

▼

全国に向け練習に力を
　入れる橋場さん
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財務書類財務書類
４表を公表４表を公表

　町民の皆さんに町の財政状況をより分かりやすく
伝えるため、平成19年度の普通会計にかかるバラン
スシート（貸借対照表）、行政コスト計算書、純資
産変動計算書及び資金収支計算書からなる財務書類
４表を作成しました。
　今後も、これらの財務情報を活用して、コスト意
識をもちつつ行政サービスの充実を図り、財政の健
全性を維持する行政運営を行ってまいります。

①バランスシート
　会計年度末（３月31日）における町の資産、負債、
純資産の状態を明らかにすることを目的に作成。左
側に資産、右側に負債及び純資産を表示しています。

科目（資産） 金額 科目（負債・純資産） 金額
１ 公共資産 １ 地方債 6,620
(1)有形固定資産 21,370 ２ 未払金 268

(2)売却可能資産 345 ３ 退職手当引当金 2,266
２ 投資など 2,332 負債合計 9,154
３ 資金 584 純資産 15,619
４ 流動資産 143

資産合計 24,773 負債・純資産合計 24,773

②行政コスト計算書

　1年間の行政サービス（資産形成を除く）を提供す
るうえで発生した費用を表すもの。行政サービスを提
供するためにかかった費用を経常費用、それに伴う収
益を経常収益、両者の差額すなわち純粋な行政コスト
を純経常行政コストとしてそれぞれ表示しています。

☆科目説明
・有形固定資産：土地や建物などの不動産、備品
　などの動産で保有が長期に及ぶ資産
・売却可能資産：有形固定資産のうち、遊休資産
　や未利用資産などの売却が可能な資産
・投資など：公営企業や外郭団体への出資金、特
　定目的のために積み立てられた資金など
・資金：歳計現金及び流動性の高い基金など
・流動資産：原則として1年以内に現金化される資
　金
・退職手当引当金：全職員が年度末に退職したと
　仮定した場合の退職手当の期末要支給額
・純資産：資産形成に充当された返済の必要のな
　い財源

☆科目説明
・物件費：人件費、維持修繕費、扶助費、補助費
　など以外の消費的性質の経費を総称したもの
・減価償却費：長期間にわたって使用される固定
　資産の取得に要した支出を、その資産が使用で
　きる期間にわたって費用配分したもの
・他会計への支出：特別会計などへの財政支出

（平成20年3月31日現在）単位：百万円

③純資産変動計算書
　バランスシートの純資産（資産から負債を差
し引いた残余）が、1年間でどのように増減し
たかを示すもので、それがどういった財源や要
因で増減したのかについても表しています。

科目 金額
期首純資産残高 15,711
　純経常行政コスト △4,623
　一般財源 4,055
　補助金など受入 728
　臨時損益 △260
　その他 8
期末純資産残高 15,619

☆科目説明
・純経常行政コスト：行政コス
　ト計算書で算定される純粋な
　町の行政コスト
・補助金など受入：国・県から
　の補助金

単位：百万円
（平成19年4月1日から平成20年3月1日）

④資金収支計算書
　町の歳入・歳出をその性質に応じて、3
つに区分した財務書類。1年間の行政サー
ビスに必要な資金の動きを示しています。

科目 金額
１ 経常的収支額 1,006
２ 公共資産整備収支額 △136
３ 投資・財務的収支額 △1,036
当年度歳計現金増減額 △165
期首歳計現金残高 328
期末歳計現金残高 163

☆科目説明
・経常的収支：経常的な行政サービス活動の収支
・公共資産整備収支：公共資産の整備にかかる収支
・投資・財務的収支：地方債の発行・償還にかかる収支

単位：百万円（平成19年4月1日から平成20年3月1日）

経常費用 経常費用 経常収益
科　目 金額 科　目 金額 科　目 金額

１ 人にかかるコスト 3 移転支出的なコスト
１使用料・手数料 73

(1)人件費 883 (1)社会保障給付 368
(2)その他 271 (2)補助金など 605

２ 分担金・負担金・寄付金 10
２ 物にかかるコスト (3)他会計への支出など 629
(1)物件費 734 ４ その他のコスト

※経常収益合計 83
(2)減価償却費 810 (1)支払利息 108
(3)その他 28 (2)その他 271

（差引）純経常行政コスト 4,623
※経常費用合計 4,706

（平成20年3月31日現在）単位：百万円

※詳細については、町のホームページに掲載しています。
　　U R L　http://w w w .tow n.karum ai.iw ate.jp/

　

平
成
二
十
年
度
の
町
小
中
学
生

読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー

ル
（
町
教
育
委
員
会
、
町
立
図
書

館
主
催
）
の
表
彰
式
が
三
月
六
日

に
町
立
図
書
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
八
百
五
十
三
点
の
応
募
の

中
か
ら
、
小
学
校
低
・
中
・
高
学

年
と
中
学
生
の
各
部
門
ご
と
に
最

優
秀
賞
と
優
秀
賞
そ
れ
ぞ
れ
一
作

品
ず
つ
が
選
考
さ
れ
、
受
賞
者
に

は
中
野
新
一
町
教
育
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
の
吉
住
俊と

し

子こ

さ
ん

（
観
音
林
小
校
長
）
は
「
ど
の
作

品
も
、
読
書
で
心
を
打
た
れ
こ
と

が
、
素
直
に
表
現
豊
か
に
書
か
れ

【読書感想画部門】
◎小学校１・２年の部
　最優秀賞　西舘来夢（山内小１年）
　優 秀 賞　大崎美羽（円子小１年）
【読書感想文部門】
◎小学校３・４年の部
　最優秀賞　皆川慎吾（軽米小３年）
　優 秀 賞　西舘亜美（晴高小４年）
◎小学校５・６年の部
　最優秀賞　内沢　唯（観音林小６年）
　優 秀 賞　戸田沢ひなの（山内小５年）
◎中学校の部
　最優秀賞　田澤嵩也（小軽米中３年）
　優 秀 賞　梅木大幹（小軽米中２年）

最優秀賞と優秀賞受賞者
（学年は受賞時、敬称略）

西舘来夢くんの感想
画作品「どんぐりと
山ねこ」 最優秀賞を受賞した（左から）田澤君、

内澤さん、皆川君、西舘君

円
子
神
社
で
伝
統
の
御お

ゆ湯
釜が
ま

祭さ
い

本
年
の
吉
凶
を
占
う

　

円
子
地
区
の
円
子
神
社
（
大
村

邦く
に

雄お

宮
司
）
で
三
月
十
五
日
、
湯

気
の
出
方
で
本
年
の
吉
凶
を
占

う
、御
湯
釜
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
村
宮
司
が
沸
騰
し
た
釜
の
湯
を

サ
サ
の
茎
を
束
ね
た
棒
で
か
き
回

し
、
地
元
住
民
約
三
十
人
が
そ
の

様
子
を
見
守
り
ま
し
た
。
湯
気
が

き
れ
い
に
消
え
れ
ば
吉
、
消
え
ず

に
残
れ
ば
凶
と
判
断
さ
れ
、
集
落

の
吉
凶
や
天
候
、
農
作
物
の
出
来

な
ど
九
項
目
に
つ
い
て
占
わ
れ
ま

し
た
。
見
立
て
役
の
三
人
が
中
心

と
な
り
「
秋
口
に
台
風
が
く
る
か

ら
注
意
」「
景
気
は
よ
く
な
る
」

な
ど
と
判
断
。
農
山
村
漁
村
地
域

力
発
掘
支
援
モ
デ
ル
事
業
に
よ
り

始
め
ら
れ
た
マ
イ
タ
ケ
づ
く
り
も

「
よ
い
」
と
い
う
占
い
結
果
が
で

ま
し
た
。
祭
に
参
加
し
た
大
村
政ま

さ

喜き

さ
ん
（
下
円
子
上
組
）
は
「
全

体
的
に
よ
い
結
果
が
で
た
。
円
子

地
区
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
と
思

う
」と
声
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

占
い
後
の
釜
の
湯
は
、
飲
む
と

無
病
息
災
に
な
る
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
住
民
ら
は
持
参
し
た
水
筒

な
ど
に
お
湯
を
入
れ
て
持
ち
帰
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
設
立
し
た
円
子

地
区
創
造
地
域
協
議
会
（
川
口
幸さ

ち

雄お

会
長
）
は
、
の
ぼ
り
旗
二
十
二

本
を
奉
納
す
る
な
ど
、
祭
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
か
ら
一
年
間
に
わ
た

り
、
エ
ゴ
マ
の
よ
さ
や
調
理
方
法

な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
て
き
た
円

子
小
学
校
の
四
、五
年
生
十
六
人
。

一
年
間
の
学
習
の
成
果
を
ま
と
め

た
手
づ
く
り
の
新
聞
、
チ
ラ
シ
、

ポ
ス
タ
ー
、
エ
ゴ
マ
ブ
ッ
ク
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
写
真
や
表
な
ど

で
、
エ
ゴ
マ
を
使
っ
た
料
理
の
調

理
方
法
や
栄
養
価
、
特
産
品
の
エ

ゴ
マ
油
を
販
売
し
て
い
る
店
な
ど

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
紹
介

さ
れ
た
四
点
。

　

こ
れ
ら
を
作
成
す
る
に
あ
た

エ
ゴ
マ
は
体
に
い
い
ん
だ
よ

町の特産品でもあるエゴマのよさを
知ってもらいたいと話す円子小児童

り
、
町
の
市
日
に
行
き
、
プ
チ
プ

チ
も
ち
の
作
り
方
を
聞
い
た
り
、

栽
培
な
ど
を
指
導
し
て
も
ら
っ
た

大
村
税
み
つ
ぎ
さ
ん
（
下
円
子
下
組
）
か

ら
話
を
聞
く
な
ど
し
て
知
識
を
深

め
て
き
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
チ
ラ
シ
な
ど
は
、
町

産
業
開
発
の
協
力
の
も
と
物
産
交

流
館
と
ミ
ル
み
る
ハ
ウ
ス
に
設

置
、
新
聞
は
役
場
庁
舎
の
一
階
に

掲
示
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
「
エ
ゴ
マ
の
よ
さ
を

町
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

11 601号…広報かるまい

て
い
ま
し
た
」
と

講
評
。

　

表
彰
式
後
に

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

う
れ
し
野
こ
ど
も

図
書
室
の
高
橋
美

知
子
さ
ん
が
読
み

聞
か
せ
を
行
い
、

出
席
し
た
児
童
ら

は
読
書
の
楽
し
さ

や
大
切
さ
を
実
感

し
て
い
ま
し
た
。

心
を
打
た
れ
た
一
冊

平
成
20
年
度
小
中
学
生

読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

本年の吉凶を占う釜の湯気を見つめる参加者
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木
戸
口
喜
悦
（
健
康
福
祉
課
長
）

日
脇
初
男
（
地
域
整
備
課
長
）

平
内
和
男
（
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
い
ち
い
荘
所
長
）

畠
山
俊
美
（
小
軽
米
保
育
園
長
）

山
下
健
一
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

中
野
徳
栄
（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）

畑
澤
勝
子
（
税
務
会
計
課
会
計
担
当
主
幹
）

佐
々
木
せ
つ
子
（
軽
米
保
育
園
長
代
理
）

木
村
あ
き
子
（
小
軽
米
保
育
園
長
代
理
）

日
山
敏
雄
（
軽
米
保
育
園
調
理
師
）

中
里
ア
キ
（
軽
米
小
学
校
用
務
員
）

みんなで参加しよう
“ チャレンジデー 2009”

開催日時は５月２７日(水）０時～ 21時

【お問い合わせ先】チャレンジデー軽米町実行委員会
（町教育委員会事務局・生涯学習グループ　℡４６－４７４４）

人　口：１９，４３６人
世帯数： 　７，３９９世帯
（平成21年2月1日現在）

北海道芽室町

全国で１０２の市区町村・地区が参加
　チャレンジデーは、毎年５月の最終水曜日の午前０時から午
後９時までの間に、15 分以上継続して、運動やスポーツなど
を行った住民の参加率を競い合う住民総参加型スポーツイベン
トです。平成 21 年（2009 年）は５月 27 日に、全国 102 の
市区町村・地区が参加して開催されます。

誰でも参加できます　
　開催日当日に、軽米町内にいる方であれば誰でも参加できま
す。年齢、性別、住所などは問いません。町内に通勤・通学し
ている方、観光客なども参加できます。

15 分以上継続して運動を
　15 分以上継続して、運動やスポーツ
などの身体活動を行えば参加となります。
☆とにかく体を動かせばＯＫです
(例えば )
◎通勤・通学を徒歩で行った
◎犬の散歩をいつもより時間をかけて、距離も長く行った
◎家の掃除をいつもより長く、丁寧に行った

参加報告を忘れずにしてください
　15 分以上継続して運動を行った方は、参加したことを必ず
報告してください。受け付けは、役場内の集計センターで、当
日の午後９時 30 分まで行っています。
　電話またはファクシミリなどで、忘れずに報告してください。

参加率６５％をめざそう
　住民参加率に応じて、主催者からメダルが贈呈されます。昨
年の本町の参加率は 68.0％（7,585 人）でした。
　今回も目標参加率を上回り芽室町からの勝利をめざします。
皆さんでご参加ください！

　チャレンジデーは、事業費の一部を「チャレンジデー町実行
委員会（事務局：町教育委員会）が、笹川財団からの助成金を
受けて実施しています。

昨年おかりや元気館で行
われたグラウンドゴルフ

対戦相手は
北海道 芽

め

室
むろ

町
ちょう

 に決定

　
　

主
任
主
査　

中
村
恭
博

　
　

主
査　
　

工
藤　

薫

　
　

主
査　
　

輪
達
隆
志

　
　

技
能
手　

高
田
和
生

　

※
事
業
所
職
員
は
地
域
整
備

　

課
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ
併
任

教
育
委
員
会
事
務
局

　

教
育
次
長　

江
刺
家
高

　

教
育
総
務
担
当
主
幹
兼
次
長
補
佐

　
　
　
　
　
　

山
下　

隆

　

生
涯
学
習
担
当
主
幹

　
　
　
　
　
　

中
村
正
志

 平成21年４月からの町役場組織と職員配置 平成21年４月からの町役場組織と職員配置（敬称略）

　　　＜平成21年４月１日発令、　　太字黒色は課長級職、◎はグループ長、☆は新採用、　は併任発令、色付氏名は異動・昇格者＞

　
　

主
任
保
育
士　

小
林
留
美
子

　
　

保
育
士　

山
仁
江
利
子

　

☆
保
育
士　

滝
沢
暢
子

　
　

調
理
師　
　

高
山
京
子

●
小
軽
米
保
育
園

　

園
長　

西
山
武
男

　
　

園
長
代
理　

君
成
田
美
代
子

　
　

上
席
主
任
保
育
士　

紫
葉
律
子

　
　

上
席
主
任
保
育
士　

安
藤
京
子

　
　

上
席
主
任
保
育
士　

石
川
敦
子

　
　

保
育
士　
　

榿
澤
順
子

　
　

調
理
師　

新
井
田
直
子

●
山
内
保
育
園

　
　

園
長　

畑
中
則
子

●
笹
渡
保
育
園

　
　

園
長　

浅
水
ひ
ろ　

●
観
音
林
児
童
館

　
　

館
長　

菅
原
和
子

　
　

主
任
児
童
厚
生
員　

大
内
蔵
良
子

●
円
子
児
童
館

　
　

館
長　

田
畑
ト
ヨ

　
　

児
童
厚
生
員　

大
清
水
恵

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

い
ち
い
荘　

　

所
長　

西
山
隆
介

　
　

主
任
主
査　

山
本
幸
子

　
　

上
席
主
任
看
護
師　

小
林
弘
子

　
　

主
任
看
護
師　

藤
田
美
枝
子

　
　

主
任
栄
養
士　

日
山
愛
子

　
　

主
任
寮
母　

鎌
田
愛
子

　
　

主
任
寮
母　

外
川
愛
子

　
　

主
任
寮
母　

平
船
シ
ズ
エ

　
　

主
任
寮
母　

藤
嶋
百
合
子

　
　

主
任
寮
父　

杉
浦
謙
二

　
　

生
活
相
談
員　

梅
木
久
美
子

総
務
課

　

課
長　

泉
山
幸
男

　

総
務
担
当
主
幹　

小
笠
原
邦
之

　

企
画
グ
ル
ー
プ

　

◎
課
長
補
佐　

工
藤
光
政

　
　

主
任
主
査　

福
田
浩
司

　
　

主
査　
　

江
刺
家
雅
弘

　
　

主
任　
　

関
向
孝
行

　
　

主
事　
　

寺
地
亜
紀
子

　
　

主
事　
　

山
下
善
昭

　

総
務
グ
ル
ー
プ

　

◎
課
長
補
佐　

高
橋
良
春

　
　

主
任
主
査　

坂
下
浩
志

　
　

主
査　
　

松
山
篤

　
　

主
査　
　

小
笠
原
達
夫

　
　

主
査　
　

日
山
一
則

　
　

主
任　
　

於
本
博
之

　

☆
主
事　
　

大
村
亮
憲

　
　

用
務
員　

田
中
裕
子

　

総
務
課
付
（
二
戸
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
派
遣
）　

小
林
夏
樹

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

事
務
局
長　

小
笠
原
邦
之

税
務
会
計
課

　

会
計
管
理
者
兼
課
長

　
　
　
　
　
　

君
成
田
隆

　

会
計
担
当
主
幹
兼
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　

横
島
益
男

　

課
税
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

於
本
一
則

　
　

主
任
主
査　

小
笠
原
亨

　
　

主
査　
　

堀
米
豊
樹

　
　

主
査　
　

外
山
和
寿

　
　

主
任　
　

寺
地
隆
之　

⇒

　

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

佐
々
木
久

　
　

主
任
主
査　

戸
田
沢
光
彦

　
　

主
査　
　

橋
本
邦
子

　
　

運
転
手　
　

工
藤　

剛

　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査
兼
社
会
教
育
主
事

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
暢
芳

　
　

主
査　
　

日
脇
邦
昭

　
　

主
査　
　

外
山
充

　
　

主
査　
　

古
舘
寿
徳

　
　

学
芸
員　

藤
田
直
行

　
　

主
事　
　

紫
葉
千
賀
子

●
軽
米
中
央
公
民
館

　

館
長　

中
村
正
志

　
　

主
任　
　

鶴
飼
義
信

●
町
立
図
書
館

　

館
長　

中
村
正
志

　
　

主
任
主
査　

土
佐
勇
一

　
　

主
査
（
司
書
）
工
藤
祥
子

●
軽
米
幼
稚
園

　
　

園
長
代
理　

田
村
せ
つ

　
　

上
席
主
任
教
諭　

古
舘
孝
子

　
　

上
席
主
任
教
諭　

大
村
眞
理
子

　
　

主
任
教
諭　

中
村
由
季

●
学
校
用
務
員

　
　

観
音
林
小　

坂
上
京
子

　
　

軽
米
中　
　

泉
山
啓
子

　
　

小
軽
米
中　

田
中
敏
子

議
会
事
務
局

　

局
長　

古
里
多
一

　
　

局
長
補
佐　

小
林
美
紀
子

　
　

主
事　
　

千
葉
久
司

　

※
監
査
委
員
事
務
局
を
併
任

　
　

主
任　
　

輪
達
ひ
ろ
か

　
　

主
事　
　

村
井
浩
和

　

町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

平　

俊
彦

　
　

主
任
主
査　

新
井
田
一
徳

　
　

主
査　
　

川
原
木
祐
子

　
　

主
査　
　

畑
中
幸
夫

　
　

主
査　
　

坂
本　

修

　
　

主
査　
　

吉
岡
芳
幸

●
小
軽
米
出
張
所　
　
　
　

　
　

主
任
主
査　

尾
田
川
桂
司

●
晴
山
出
張
所

　
　

主
査　
　
　

後
藤
良
孝

　
　

（
再
任
用
）

健
康
福
祉
課

　

課
長　

杉
浦
直
行

　

健
康
づ
く
り
担
当
主
幹
兼
課

長
補
佐　
　
　

齋
藤　

崇

　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

川
島
康
夫

　
　

主
査　
　

角
田
貴
浩

　
　

主
査　
　

橋
場
光
雄

　

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

◎
保
健
師
長　

中
里
早
苗　

　
　

上
席
主
任
保
健
師　

櫻
場
栄
子

　
　

主
任
栄
養
士　

横
島
悦
子

　
　

主
任
栄
養
士　

工
藤
晃
子

　
　

主
任
保
健
師　

日
向
安
子

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

所
長　

畠
山
貞
子

　
　

主
任
看
護
師　

内
城
良
子

　
　

主
任
看
護
師　

下
谷
地
由
美
子

健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

所
長　

鎌
戸
和
則

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ⇒
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収
納
グ
ル
ー
プ　
　
　
　

　

◎
主
任
主
査　

山
田　

元

　
　

主
任
主
査　

吉
岡　

靖

　
　

主
査　
　

上
村
利
広

　

会
計
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

山
田　

元

　
　

主
事
補　

小
野
寺
悟

町
民
生
活
課

　

課
長　

竹
下
光
雄

　

町
民
生
活
担
当
主
幹
兼
課
長

　

補
佐　
　
　
　

古
里
一
人

　

総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ

　

◎
課
長
補
佐　

中
野
と
き

　
　

主
査　
　

小
林
千
鶴
子

　

居
宅
介
護
支
援
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

松
浦
近
子

　
　

上
席
主
任
生
活
相
談
員

　
　
　
　
　
　

下
谷
地
了
子

　
　

主
査　
　

竹
澤
泰
司

　
　

社
会
福
祉
主
事　

山
田
里
美

●
軽
米
保
育
園

　

園
長　

古
舘　

貴

　
　

園
長
代
理　

西
山
良
子

　
　

上
席
主
任
保
育
士　

内
澤
典
子

　
　

上
席
主
任
保
育
士　

中
村
明
子

　
　

上
席
主
任
保
育
士　

野
中
恵
美
子

　
　

上
席
主
任
保
育
士　

長
坂
佐
知
子

　
　

上
席
主
任
保
育
士　

川
崎
弥
生

　
　

寮
父　
　

下
斗
米
敏　

　
　

寮
父　
　

村
山
克
彦

産
業
振
興
課

　

課
長　

野
中
勲

　

農
政
企
画
担
当
主
幹

　
　
　
　
　
　

下
畑
俊
雄

　

農
政
企
画
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

中
野
武
美

　
　

主
任
主
査　

金
山
毅
彦

　
　

主
任
主
査　

川
原
木
純
二

　
　

主
査　
　

梅
木
勝
彦

　
　

主
査　
　

長
瀬
設
男

　
　

主
査　
　

野
中
孝
博

【
退
職
者
】
敬
称
略

（
平
成
21
年
３
月
31
日
付
け
）

　

農
林
振
興
グ
ル
ー
プ

　

◎
課
長
補
佐　

日
山　

充

　
　

主
任
主
査　

菅
原
敏
見

　
　

主
査　
　

大
西　

昇

　
　

主
査　
　

菅
波　

敏　

　
　

主
事　
　

紫
葉
優
樹

　

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

◎
課
長
補
佐　

兼
田
英
明

　
　

主
査　
　

福
島
貴
浩

　
　

主
査　
　

鶴
飼
靖
紀

　
　

主
事　
　

玉
舘
博
一

農
業
委
員
会
事
務
局

　

局
長　

下
畑
俊
雄

　
　

主
任
主
査　

川
原
木
純
二

地
域
整
備
課

　

課
長　

小
笠
原
茂

　

上
下
水
道
担
当
主
幹　

中
村
利
見

　

環
境
整
備
グ
ル
ー
プ

　

◎
課
長
補
佐　

日
山
久
志

　
　

主
任
主
査　

小
林　

浩

　
　

主
査　
　

戸
草
内
和
典

　
　

主
査　
　

小
笠
原
隆
人

　
　

主
査　
　

神
久
保
恵
蔵

　
　

運
転
手　

池
田
明
広

　
　

運
転
手　

古
舘
義
明

　

上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

高
田
和
己

　
　

主
査　
　

大
清
水
一
敬

　
　

主
査　
　

中
村
勇
雄

　

※
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ
は
水

　
　

道
事
業
所
職
員
を
併
任

水
道
事
業
所

　

所
長　

中
村
利
見

　
　

所
長
補
佐　

菅
原
高
志⇒

⇒
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　3月10日、春まき小麦の新品種
「はるきらり」を原料にしたパン
が、小・中学校の学校給食で提供
されました。この日は、生産者の
津島朗さん（字東和）も地元の昭
和小学校に駆けつけ、簡単な説明
をしたあと、児童といっしょにパ
ンをほお張りました。

音更町だより
昭和60年10月31日姉妹提携

　

軽
米
の
観
光
と
物
産
を
八
戸
に

　

思
い
出
と
希
望
を
胸
に
旅
立
ち

　

軽
米
町
観
光
と
物
産
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
町
観
光
協
会
主
催
）
が
三
月
二
十
八
日

と
二
十
九
日
、
八
戸
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ラ
ピ
ア
店
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
雑
穀
や
さ
る
な
し
を
使

っ
た
町
の
特
産
品
や
木
炭
製
品
な
ど
が
並

べ
ら
れ
た
ほ
か
、
山
内
神
楽
や
町
農
村
青

年
ク
ラ
ブ
が
町
の
観
光
と
物
産
を
Ｐ
Ｒ
。

四
月
下
旬
か
ら
五
月
に
か
け
開
催
さ
れ
る

「
森
と
水
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
の
観
光
客
増
加
に
向
け
た
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
会

場
は
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
校
七
校
の
卒
業
式
が
三
月

十
四
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、

合
わ
せ
て
九
十
六
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。

三
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
軽
米
小
学
校
の

卒
業
式
で
は
、
六
年
生
四
十
六
人
が
卒

業
。
六
年
間
の
思
い
出
や
中
学
校
生
活
へ

の
期
待
を
胸
に
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
在
校
生
か
ら
は
感
謝
の
言
葉
や
歌

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
卒
業
式
は
三
月
十
四

日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
合
わ

せ
て
百
二
十
四
人
が
三
年
間
通
っ
た
中
学

校
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

健康福祉課
健康づくり担当主幹
齋藤　崇献血の必要性について献血の必要性について

丈夫に丈夫に
育つ育つ

元気に元気に
働く働く

健やかに健やかに

老いる老いる

マ
ス
コ
ミ
も
取
材
に
訪
れ
た
昭
和

小
学
校
で
の
給
食

　皆さんは、なぜ献血が必要かご存じでしょう
か。わたしたちの体の中を流れる血液は、体の
隅々に新鮮な酸素を運んだり、細菌やウイルスに
対する防御作用を発揮するなど、人間の生命を維
持するために必要不可欠なものです。しかし、医
療が進歩した現在でも、血液を人工的に作ること
はできません。また、血液は生きた細胞のため、
長期保存することができません。輸血に必要な血
液を確保するには、絶えず誰かが献血しなければ
いけないのです。そのため、献血は欠かせないも
のになっています。
　今、多くの方が輸血を必要としています。それ
を支えているのは、皆さんからの献血です。1人
でも多くの生命を救うために、献血というボラン
ティアにご協力をお願いします。

たくさん並べられた町の特産品に、多
くの買い物客が足をとめていました

保護者や在校生が見守るなか、一人ひとり卒業証
書を受け取る卒業生（写真は軽米小、３月 19 日）

介
護
予
防
は
み
ん
な
で
楽
し
く

花
の
き
れ
い
な
町
を
目
指
し
て

飼
料
用
米
で
育
て
た
豚
味
わ
う

７回にわたる教室を終え、田中副町長（左）
から修了証を受ける受講生

　

町
水
田
農
業
推
進
協
議
会
（
山
本
賢
一

会
長
）
と
町
飼
料
用
米
活
用
協
議
会
（
羽

柴
清き

よ

志し

会
長
）
は
三
月
四
日
、
お
米
で
育

て
た
豚
肉
学
校
給
食
事
業
と
し
て
、
町
内

の
小
中
学
校
に
飼
料
用
米
で
育
て
た
豚
肉

を
提
供
し
ま
し
た
。
山
本
会
長
や
羽
柴
会

長
ら
は
こ
の
日
小
軽
米
小
学
校
を
訪
問
。

六
年
生
の
児
童
と
と
も
に
豚
丼
を
食
べ
な

が
ら
、
地
域
食
材
の
お
い
し
さ
や
町
の
農

業
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
川
嶋

祐ゆ
う
い
ち一

君
は
「
町
で
作
っ
た
米
で
豚
を
育
て

て
い
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
。
柔
ら
か

く
て
お
い
し
い
」
と
食
べ
て
い
ま
し
た
。

受講生の成果をもとに、食生活の大切さを
訴えた今井さん（中央）

　

メ
タ
ボ
を
予
防
す
る
た
め
の
「
メ
タ
防

ク
ラ
ブ
」
修
了
式
は
三
月
十
六
日
と
十
七

日
、健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

合
わ
せ
て
百
四
十
一
人
が
修
了
し
ま
し

た
。
国
立
保
健
医
療
科
学
院
の
今
井
博ひ

ろ
ひ
さ久

さ
ん
が
、
活
動
の
成
果
や
食
生
活
の
大
切

さ
に
つ
い
て
講
話
を
し
た
後
、
受
講
生
は

田
中
良
一
副
町
長
か
ら
修
了
証
を
受
け
取

り
ま
し
た
。菅
原
一か

ず

美み

さ
ん（
車
門
）は「
い

い
機
会
と
思
い
参
加
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。
今
後
も
新
入
生
を
加
え
て

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

メ
タ
ボ
解
消
で
心
も
ス
ッ
キ
リ

和やかな雰囲気で行われたフラワーアレ
ンジメント講習会

　

通
所
型
介
護
予
防
教
室
の
修
了
式
が
三

月
十
九
日
、
委
託
先
の
「
花
の
里
か
る
ま

い
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
講
生
は
「
く

つ
ろ
ぎ
の
家
」
の
参
加
者
を
含
め
十
四
人

で
、
七
回
に
わ
た
る
教
室
を
修
了
し
、
田

中
良
一
副
町
長
か
ら
修
了
証
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
野
田
榮え
い

子こ

さ
ん
（
蓮
台
野
）
は

「
楽
し
み
な
が
ら
運
動
で
き
た
。
自
分
の

健
康
を
守
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
介
護
予
防
健
診
で
運
動
機
能
向

上
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
方

に
同
教
室
へ
の
参
加
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

第
二
十
回
町
花
い
っ
ぱ
い
ビ
ュ
ー
テ
ィ

軽
米
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
二
月

二
十
六
日
に
役
場
庁
舎
内
で
行
わ
れ
、
地

域
、
学
校
、
家
庭
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の

受
賞
者
に
山
本
賢
一
町
長
か
ら
賞
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
け
て
開
催
さ
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
講
習
会
に
は
三
十
一
人
が
参

加
。
鉢
底
に
は
水
の
浄
化
作
用
が
あ
る
町

内
産
の
木
炭
を
敷
き
、
淡
く
柔
ら
か
な
色

合
い
の
花
々
を
飾
り
な
が
ら
立
体
感
あ
ふ

れ
る
春
の
花
壇
を
表
現
。
今
年
の
花
壇
づ

く
り
の
参
考
に
し
て
い
ま
し
た
。

「農家の方が精魂込めて作った米で育てた豚。おい
しいと思うよ」と話した羽柴会長（左）
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軽
米
の

　

埋
も
れ
し
宝 

４

すこやかさん我が
家の
人気
者

我が
家の
人気
者

ジャニーンのかるまい日記

川
か

原
わら

木
ぎ

　琉
りゅう

星
せい

くん（２歳８カ月）

愛称：りゅうちゃん
（車門）正さん・知美さんの長男

　

少
し
人
見
知
り
だ
け
ど
、
明
る
く
元
気
い
っ
ぱ
い

な
琉
星
く
ん
。
好
奇
心
旺
盛
で
お
姉
ち
ゃ
ん
の
ま
ね

を
よ
く
し
て
い
ま
す
。
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
や
車
、
新
幹

線
や
バ
イ
ク
な
ど
、
乗
り
物
が
大
好
き
で
す
。
今
日

は
三
輪
車
で
楽
し
く
遊
び
ま
し
た
！

大日向Ⅱ遺跡から出土の円
筒下層式土器（右下は普通
のマグカップ）

Janine:  Brett, you have been the ALT at Karumai High School since 
August, but now you are leaving!  How do you feel?

ジャニーン：ブレット、軽米高校での ALTは去年の 7月からだった
のに、もう行っちゃうんだ。どういう気持ち？

Brett:  I am very sad to go!  Everyone in Karumai is amazingly nice.
ブレット：とても悲しいね。軽米は皆、驚くほどいい人ばかりだっ
たから。

Janine:  How did you feel saying goodbye to your students at the 
graduation ceremony?

ジャニーン：卒業式で生徒に別れを言った時はどんな感じだった？
Brett:  I was very upset to say goodbye, but I had some great months 

with them.
ブレット：別れの言葉は言いづらかったけど、生徒たちと過ごした
数カ月は貴重だったね。

Janine:  I was sad to say goodbye to the 3rd grade at the Junior High 
Schools too.  I think they’ re all smart, great people.  I hope they 
get what they want from life, good luck!!  

ジャニーン：私も中学校で、卒業する３年生にさよならを言ったら、
悲しくなったわ。彼らは皆、聡明で素晴らしい生徒なの。それぞ
れの夢を追いかけてもらいたいわ。がんばってね。

Brett: Yes, good luck!
ブレット：そう、頑張れよ！
Janine :  What were your favourite times in Karumai?
ジャニーン：軽米でのいい思い出は？
Brett:  We had lots of fun during the fall festival together.  Karumai is 

a beautiful place and I will never forget it.  I always loved to walk 
along the river.

ブレット：秋祭りの時はお互いにすごく楽しかったね。軽米はきれ
いな所だから決して忘れないよ。川沿いを毎日のように散歩した
ものさ。

Janine:  What are you going to do now?
ジャニーン：で、これからどうするの？
Brett:   I am leaving to become a graduate student in America.  But 
fi rst I am going to travel around Japan with my friend.

ブレット：大学院に入るためアメリカに帰るんだ。でもその前に、
友達と日本国内を旅行してまわるんだ。

Janine:  Wow!  Sounds great!  I’ ll be travelling around Japan with 
some friends from England, so I might see you!  Good luck with 
everything, Bret.

ジャニーン：あら、いいわね。私もイギリスから来る何人かの友達
と日本国内を旅行する予定だから、もしかしたらどこかで会うか
もね。頑張ってね、ブレット！

Brett:   Thank you, Janine.  Have a great spring everyone!  Goodbye!
ブレット：ありがとう、ジャニーン。皆さんも素晴らしい春を迎え
て下さい。さようなら！

〜
重
・
厚
・
大
の円筒

土
器
〜

◆プロフィール◆
【氏名】

　Janin e  B idm ead
　（ジャニーン・ビドミード）

【国籍】イングランド
【略歴】シェフィールド
大学卒、2008年８月４日
に町の英語指導助手とし
て着任。

型
竪
穴
住
居
跡
の
ほ
か
、
最
長
二
十
㍍
超

×
幅
九
㍍
、
床
面
積
一
五
九
平
方
㍍
の
大

型
竪
穴
住
居
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
ド
ン
グ
リ
類
や
ク
リ
・
ト
チ
の
実
な

ど
の
食
糧
が
豊
富
に
な
り
、
人
口
も
増
え

安
定
的
な
定
住
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
主
な
土
器
は
、
底
か
ら
口

縁
ま
で
が
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
筒
状
で
あ

る
こ
と
か
ら
「
円え

ん
と
う筒
式
土
器
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
、
土
器
の
表
面
に
は
、
粘

土
紐ひ

も

を
帯
状
に
貼
り
付
け
た
り
、
縄
文
の

原
体
を
押
し
つ
け
た
り
転
が
し
て
作
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
装
飾
的
な
模
様
が
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
前
後
の
時
代
に

比
べ
る
と
、
厚
く
・
大
き
く
・
重
い
土
器

　

縄
文
時
代
前
期
は
約
六
千
〜
五
千
年
前

に
あ
た
り
、
現
在
よ
り
ず
っ
と
進
ん
だ
温

暖
化
に
よ
り
、
海
水
面
が
上
昇
し
て
内
陸

ま
で
海
岸
線
が
入
り
込
ん
で
く
る
「
縄

じ
ょ
う

文も
ん

海か
い
し
ん進

」
が
進
ん
だ
時
期
で
す
。

　

大
日
向
Ⅱ
遺
跡
で
は
、
直
径
三
〜
四
㍍

ほ
ど
の
円
形
・
方
形
の
八
十
棟
ほ
ど
の
小

が
大
量
に
作
ら
れ
た
時
代
で
も
あ
り
、
食

糧
の
増
大
と
共
に
そ
れ
を
加
工
・
保
管
す

る
土
器
も
大
き
く
な
っ
て
、
大
量
に
作
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
大
日
向
Ⅱ

遺
跡
か
ら
は
高
さ
七
十
㌢
ほ
ど
の
大
き
な

深ふ
か
ば
ち鉢
形
土
器
（
写
真
）
が
出
土
し
て
い
ま

す
。

（
教
育
委
員
会
学
芸
員　

藤
田
直
行
）

笑 顔 あ つ ま れ ！　 み ん な の 広 場

■夢・希望・えんぴつ■■夢・希望・えんぴつ■

今
月
の
俳
句

北
光
吟
社　

二
月
例
句
会

早早そ
う
そ
う

春春し
ゅ
ん

し
ゅ
んの
り
ん
ご

の
り
ん
ご
畑畑
ば
た
け

ば
た
け
にに
鋏鋏
は
さ
み

は
さ
み

音音お
と
お
と

端
川
石
造

端
川
石
造

残残ざ
ん
ざ
ん

業業ぎ
ょ
う

ぎ
ょ
うをを
終終おお

へへ
帰帰か

え
か
え

りり
道道み

ち
み
ち

冴冴さ
え
か
え

さ
え
か
え返返
るる

中
野
と
き

中
野
と
き

春春は
る
は
る

のの
山山や
ま
や
ま

山山さ
ん
さ
い

さ
ん
さ
い菜菜
採採とと

り
の
り
の
待待まま

ちち
遠遠ど
お
ど
お

しし早
川
慶
子

早
川
慶
子

澄澄すす

みみ
渡渡わ

た
わ
た

るる
三三さ

ん
か
ん

さ
ん
か
ん寒寒
四四しし

温温お
ん
お
ん

夜夜よ

あ

よ

あ明明
けけ
空空ぞ

ら
ぞ
ら古

里
裕
子

古
里
裕
子

し
ず
り

し
ず
り
雪雪ゆ

き
ゆ
き

小小ここ

枝枝え
だ
え
だ

あ
ち
こ
ち
は
ね
る

あ
ち
こ
ち
は
ね
る
音音お

と
お
と

国
久
黄
実

国
久
黄
実

は
ら
か
ら
の

は
ら
か
ら
の
集集つ
ど
つ
ど

うう
母母は
は
は
は

のの
忌忌きき

春春は
る
あ
さ

は
る
あ
さ浅浅
しし

田
頭
ト
ヨ
子

田
頭
ト
ヨ
子

雪雪ゆ
き
ゆ
き

解解げげ

水水み
ず
み
ず

溢溢あ
ふ
あ
ふ

れ
う
ね
り
て

れ
う
ね
り
て
畑畑は
た
は
た

境境
ざ
か
い

ざ
か
い中

田
紀
子

中
田
紀
子

雪雪ゆ
き
ゆ
き

掻掻かか

き
の
き
の
済済すす

み
し
み
し
歩歩ほほ

道道ど
う
ど
う

をを
子子こ

ら

き

き

こ

ら

き

き

等
嬉
々

等
嬉
々
とと

丹
下
美
恵
子

丹
下
美
恵
子

婚婚こ
ん
こ
ん

約約や
く
や
く

のの
一一い

ち
い
ち

佳佳かか

信信し
ん
し
ん

あ
り
あ
り
春春は

る
は
る

隣隣
ど
な
り

ど
な
り

松
村
英
子

松
村
英
子

気気きき

にに
入入いい

り
の
マ
フ
ラ
ー

り
の
マ
フ
ラ
ー
巻巻まま

い
て
い
て
旅旅た
び
た
び

にに
出出でで

るる

千
葉
紅
園

千
葉
紅
園

雪雪ゆ
き
ゆ
き

のの
日日ひひ

やや
亡亡なな

きき
母母は

は
は
は

思思お
も
お
も

ふふ
老老おお

い
る
い
る
我我わ

れ
わ
れ

川
島
由
蔵

川
島
由
蔵

住住すす

むむ
人人ひ

と
ひ
と

のの
無無なな

く
て
く
て
凍凍いい

て
た
る

て
た
る
供供く

げ

く

げ華華
のの
菊菊き

く
き
く

三
上
千
栄
女

三
上
千
栄
女

山内小学校６山内小学校６年年（（山内駒木山内駒木））

円円
えんだてえんだて

舘舘　　悠悠
ゆうゆう

綺綺
かか

さんさん

　

二
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
六
年
生
を

送
る
会
。
初
め
に
や
っ
た
の
は
「
六
年
生

に
挑
戦
！
」
で
す
。
一
年
生
は
変
顔
じ
ゃ

ん
け
ん
、
二
、三
年
生
は
フ
ラ
フ
ー
プ
と

ひ
げ
ダ
ン
ス
、
四
、五
年
生
は
フ
リ
ー
ス

ロ
ー
対
決
を
し
ま
し
た
。
三
つ
と
も
と
て

も
い
い
勝
負
で
、
六
年
生
に
は
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

在
校
生
か
ら
で
は
、
ド
ラ
ム
メ
ジ
ャ
ー

の
下
村
芽
吹
さ
ん
か
ら
新
ド
ラ
ム
メ
ジ
ャ

ー
の
関
恵
美
さ
ん
に
、
鼓
笛
の
指
揮
棒
が

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
恵
美
さ
ん
は
「
み

ん
な
で
心
を
一
つ
に
し
、
山
内
小
を
引
っ

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
、
み
ん

な
で
演
奏
を
し
ま
し
た
。

　

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
は
、
パ
ズ
ル
状
に
し
た

文
字
を
組
み
合
わ
せ
「
あ
り
が
と
う
六
年

生
！
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
最
後
に

四
、五
年
生
で
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
や
る
と
、

六
年
生
も
び
っ
く
り
し
て
い
て
大
成
功
で

し
た
。

　

来
年
は
今
の
五
年
生
九
人
が
最
高
学
年

と
し
て
山
内
小
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
ま

す
。
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
六
年
生
か

ら
学
ん
だ
こ
と
を
、
委
員
会
や
学
校
生
活

で
生
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

で
す
。
残
り
一
年
の
山
内
小
学
校
で
す
。

わ
た
し
た
ち
五
年
生
は
、
最
後
の
卒
業
生

な
の
で
今
ま
で
以
上
に
明
る
く
元
気
に
あ

い
さ
つ
や
行
事
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

大
成
功
の
六
送
会

大
成
功
の
六
送
会

☆profile☆

竹林　亜
あ

里
さと

さん

（23歳、中村）

身長150㌢、血液型A B型

岩手銀行・軽米支店

Ｑ
自
分
の
性
格
を
一
言
で
い
う
と

　

ま
じ
め
だ
け
ど
、
ど
こ
か
ぬ
け

て
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
…

Ｑ
趣
味
は
？

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
！
見
て
る
だ

け
で
も
楽
し
い
で
す
。

Ｑ
今
の
仕
事
は
ど
う
？

　

大
変
な
こ
と
も
多
い
け
ど
、
お

客
様
か
ら
の「
あ
り
が
と
う
」が
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

Ｑ
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

　

ネ
イ
ル
ア
ー
ト
の
勉
強
を
し
て

み
た
い
で
す
。

Ｑ
町
に
望
む
こ
と
は
？

　

自
然
豊
か
な
の
は
よ
い
こ
と
で

す
が
、
若
者
が
住
む
に
は
何
も
無

い
の
で
、
も
う
少
し
活
気
の
あ
る

町
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
好
き
な
色
…
白

▼
好
き
な
食
べ
物
…
オ
ム
ラ
イ
ス

▼
嫌
い
な
食
べ
物
…
ウ
ニ
、
イ
ク

　

ラ
▼
今
欲
し
い
物
…
腕
時
計

▼
理
想
の
異
性
の
タ
イ
プ
…
思
い

　

や
り
の
あ
る
人
。
好
き
な
芸
能

　

人
は
水
嶋
ヒ
ロ
さ
ん
。

お
客
様
の

あ
り
が
と
う
が

う
れ
し
い
で
す
光光
るる

キキララ

ララ
キキ
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　確定申告書を提出した後で計算
誤りなど申告内容に間違いがある
ことに気付いた場合は、申告内容
を改めなければなりません。また、
確定申告をしなければならないの
に申告書の提出を忘れていたとき
は、直ちに確定申告書を提出して

ください。 詳しくは、国税庁ホー
ムページまたは税務署までお問い
合わせください。
　平成20年分確定申告分（所得
税）の振替納付日は４月22日（水）
ですので、預貯金残高の確認をお
願いします。

税
の
一
口
メ
モ

税
の
一
口
メ
モ

【問い合わせ先】
二戸税務署（☎23－2701）確定申告

スナップ写真館

お知らせお知らせ
情　報情　報

Information
多くの買い物客が訪れた軽米
町観光と物産キャンペーン

雑穀やさるなしの他、おそろいの
半てんで町の炭もＰＲ

　ボイラー技士などの
　試験の開催について

　東北安全衛生技術センターで
は下記のとおり各種試験を実施
します。

▼試験日時
　・一級ボイラー技士…５月　
　　25日、午前10時～
　・二級ボイラー技士…５月　
　　19日午後１時30分～
　・移動式クレーン運転士…５
　　月13日、午後１時30分～
　・第一種、二種衛生管理者…
　　５月18日､午後１時30分～

▼申込締切：郵便の場合は試験
　日の14日前の消印のあるも
　の、窓口の場合２日前までに
　持参したもの
【問い合わせ先】(財)岩手労働
基準協会（☎０１９－６２３－
６５２１）

　福祉の仕事探し
　お手伝いします

　福祉人材センターでは、福祉
の職場で働きたい方と人材を求
めている福祉施設、事業所のか
け橋となる無料職業紹介事業を
行っています。お気軽にご相談
ください。

▼取り扱い職種：介護職・ホー
　ムヘルパー・介護支援専門員
　・看護職・保育士・栄養士・
　理学療法士・作業療法士など
【問い合わせ先】社会福祉法人
県社会福祉協議会福祉人材セ
ンター（☎０１９－６３７－
４５２２）

　県立美術館の開館時間
　休館日が変わりました

　本年４月１日から開館時間及
び休館日が下記のとおり変更と

なりました。

▼開館時間
　・通常時…9:30～18:00（入
　　館は17:30まで）
※夏場などの企画展のとき
は、土・日・休日2時間延長で
20:00まで

▼休館日
　・月曜日（ただし休日の場合
　　開館、翌平日休館）
　・年末年始（12月29日から
　　翌年1月3日まで）
【問い合わせ先】県立美術
館（ ☎０１９－６５８－
１７１１）

　小学生から高校生向け
　夏休み海外派遣ご案内

　財団法人・国際青少年研修協
会では、10事業の参加者を募
集しています。

▼内容：ホームステイ・ボラン
　ティア・文化交流・英語研修
　・学校体験・野外活動など

▼派遣先：米国・英国・豪州・
　カナダ・シンガポールなど

▼ 日程：平成2 1年７月2 4日
（金）～８月16日（日）

▼参加費：19.0～49.8万円

▼ 締切：平成2 1 年 6 月 5 日
（金）及び15日（月）
【問い合わせ先】財団法人国
際青少年研修協会（☎０３－
３３５９－８４２１）

町税の納期限町税の納期限
（４月30日まで）（４月30日まで）

固定資産税１期固定資産税１期
軽自動車税全期軽自動車税全期

早めに納付しましょう

岩手県職員・警察官の平成21年度採用試験日程表

試験名 第１次試験日
申込受付期間

インターネット 郵送・持参

Ⅰ種試験 ６月28日(日) ５月１日(金)
　～５月25日(月)

５月１日(金)
　～５月29日(金)警察官Ａ試験 ７月12日(日)

Ⅱ種・Ⅲ種　
警察官Ｂ試験

９月27日(日)
８月１日(土)
　～８月25日(火)

８月３日(月)
　～８月31日(月)

【問い合わせ先】岩手県人事委員会事務局（☎019－629－6241）

図書館だより
ー 今 月 の 新 刊 ー

レジェンド
　伝説の男　白州次郎

戦前に英国ケンブリッ
ジへ留学。英国紳士の
エレガントさと武士の
魂とを併せ持ち、敗戦
後、吉田茂首相の片腕
として活躍した白洲次
郎の人生を振り返る。

希望ヶ丘の人びと

７０年代初めに開発さ
れた街・希望ケ丘。そ
こは２年前にガンで逝
った妻のふるさとだっ
た。そこに引っ越して
きた父と子の、かけが
えのない日常を描く感
動長編。

【児童書】

【一般書】

オオカミの森

オオカミのジョンとリ
カの大きな愛情、献身
的な子育て、病気との
闘い、そして飼育係
との深い絆･･･。旭山動
物園園長が綴る、オオ
カミの家族の本当の物
語。

チューリップ800本を無料でプレゼン
トするなど軽米をアピールしました

魔女モティ　
　とねりこ屋のコラル

消えた不良魔女の母
モティを探して、紀
恵は「とねりこ屋」
へ向かうが…。魔女
とピエロと人間の女
の子のふしぎな家族
を描く、新感覚ファ
ンタジーシリーズ。

作　柏葉幸子
絵　佐竹美保（講談社）

　身分証明書は本籍のある
役場で発行されるもので、
氏名・本籍・生年月日のほ
か、禁治産、準禁治産や後
見登記の有無、破産の有無
などが記載されています。
禁治産等の項目は現在は戸

籍に記載されていません。
　これらの言葉は、普段は
聞き慣れないかもしれませ
んが、特定の職業（例えば
会社役員や警備員など）に
つく際に必要になることが
あります。

【問い合わせ先】
　役場・町民生活課（☎46－4735）身分証明書身分証明書

戸
籍
の
豆
知
識

戸
籍
の
豆
知
識

山内神楽や町農村青年クラブらも
会場を盛り上げ

藤田内科
（☎38-2772）

二戸市
浄法寺

ムカイダ歯科クリニック
　    （☎46-4636）

軽米町
蓮台野

二戸クリニック
　　（☎25-5770）

二戸市
石切所

渡辺歯科医院
　    （☎23-2052）

二戸市
堀　野

すがわら消化器内科
　　（☎23-2879）

二戸市
福　岡

森川歯科医院
　    （☎23-6361）

二戸市
堀　野

金田一診療所
（☎27-2205）

二戸市
金田一

菅歯科
　    （☎23-5161）

二戸市
福　岡

むらかみ医院いたみのク
リニック　（☎48-1500）

軽米町
岩　崎

窪島歯科医院
　    （☎23-2425）

二戸市
福　岡

よこもり眼科クリニック
（☎22-2230）

二戸市
堀　野

ほんだ歯科クリニック
（☎23-9591）

二戸市
石切所

千葉耳鼻咽喉科医院
　（☎23-2009）

二戸市
福　岡

阿部歯科クリニック
　    （☎25-4182）

二戸市
福　岡

小野寺クリニック
　（☎46-2822）

軽米町
門　前

ますだ歯科クリニック
　    （☎26-8282）

二戸市
石切所

４月19日（日）

26日（日）

29日（祝）

５月３日（日）

４日（祝）

５日（祝）

６日（祝）

10日（日）

休日当番医休日当番医 歯科(9:00～12:00)内 科(9:00～17:00) 著　北康利　（朝日新聞出版）

著　重松　清（小学館）

　文　小菅正夫
　絵　あべ弘士（角川書店）

裁判員制度５月21日スタート
　裁判員制度は、国民の皆さんの中から選ばれた６人の裁判
員が、殺人罪、強盗致傷罪などの重大な刑事裁判に参加し、
３人の裁判官と一緒に、被告人が有罪か無罪か、有罪の場合
にはどのような刑にするかを決める制度です。

裁判員制度Q＆A
Q 、裁判員はどのようにして選ばれるの？
A 、毎年１回、20歳以上の国民の中から、くじで翌年の裁判員候
補者が選ばれます。この候補者の中から、事件ごとに裁判所にお
ける選任手続きで選ばれます。

Q 、裁判員になったら、日当や交通費はもらえますか？
A 、裁判所までの交通費と、１日１万円以内で日当が支払われます。
また、宿泊が必要な方には宿泊料も支払います。

Q 、仕事が忙しいので辞退できませんか？
A 、基本的にはできませんが、特別な事情がある場合には辞退で
きます。

【問い合わせ先】盛岡地方裁判所総務課（☎０１９－６２２－
３１６５）、盛岡地方裁判所二戸支部（☎２３－２５９１）

図書館ひろば
◎日時：４月２５日（土）
　　　　10:00 ～ 11:00
◎会場：旧生活文化博物館
　　　　（町立図書館となり）
◎対象：小学生、幼児
 参加をお待ちしています！
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